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秋 の 訪 れ で す 
大宮シオン･ルーテル教会 

梁 熙 梅(やん･ひめ)  

 秋の虫の鳴き声が聞こえるこの頃ですが、いかが暑いときをお過ごしでしょうか。少し

は涼しくなってきたかなと思ったら、また暑い太陽が力を増してきました。もう一息乗り越

えれば関東の秋を満喫できることを望みみて、わたしは今新しい季節を迎える準備を始めま

した。秋といえば、北海道の秋を思い出します。2000 年 4 月から北海道の深川へ特別奉仕

者として派遣されていたときのことですが、自然の豊かな北海道！と言うこともあって、北

海道で秋を迎えることをとても楽しみにしていました。東京で長い間暮らしていて、東京の

秋は韓国より長く、のんびり楽しんでいましたから、東京より自然が豊かだと言われる北海

道ではもっと素敵な秋を迎えられるだろうと期待していたのです。ところが、そんなわたし

の期待は 10 月を迎えて無残に崩れてしまいました。今でも忘れられないのですが、10 月

18 日に初雪が降り、どの山も車の中から外に出たらあまりの寒さに 5 分以上立っているこ

とを許しませんでした。夏を越えた山は、もう冬を迎える準備で忙しかったのです。期待が

大きかった分、失望も大きかったのですが、しかし、そのときから北海道の秋独特の香り、

たぶん冬を迎える北の国の香りだと思いますが、それを覚えるようになりました。関東では

感じることのない、異国の香り＆優しさと表現した方がいいしょうか…これがわたしの感じ

る北海道の秋の思いです。長い間味わうことができる関東の秋が大好きなわたしは、この度

久しぶりにその機会が与えられました。またさいたまの秋はどのような色をわたしに見せて

くれるのか、楽しみです。みなさんも訪れる新しい季節を、ともに味って楽しみましょう。 
 

【お知らせです】 水曜夕礼拝 午後７時～ 

9 月から毎週水曜日の午後 7 時より夕礼拝が始まります。日曜日に仕事などで教会に

いらっしゃれない方々もともに集えられたらと思って、週の真ん中にもう一度礼拝が行

なわれるようにしてみました。水曜日の礼拝は日曜日の礼拝と少し雰囲気を変えて、プ

レイズワーシップソングなどからも歌えるような礼拝作りをしていきたいと思っていま

す。どうぞ、家族や友人をお誘いの上、気軽にお立ち寄り下さい。ともに賛美し、とも

にみことばを聞いて、ますます豊かになっていきましょう。楽器など奏でることができ

る方、大歓迎です。お待ちしています。 
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聖霊降臨後第 12 主日 2006 年８月 27 日 

聖書のみことば 

ゼファニヤ 3章 18－20節 

わたしは祭りを祝えず苦しめられていた者を集める。彼らはお前から遠く離れお前の重い

恥となっていた。見よ、そのときわたしはお前を苦しめていたすべての者を滅ぼす。わた

しは足の萎えていた者を救い追いやられていた者を集め彼らが恥を受けていたすべての国

で彼らに誉れを与え、その名をあげさせる。そのとき、わたしはお前たちを連れ戻す。そ

のとき、わたしはお前たちを集める。わたしが、お前たちの目の前でお前たちの繁栄を回

復するときわたしは、地上のすべての民の中でお前たちに誉れを与え、名をあげさせると

主は言われる。 
 

エフェソの信徒への手紙 4章 1－16節 

そこで、主に結ばれて囚人となっているわたしはあなたがたに勧めます。神から招かれた

のですから、その招きにふさわしく歩み、一切高ぶることなく、柔和で、寛容の心を持ち

なさい。愛をもって互いに忍耐し、平和のきずなで結ばれて、霊による一致を保つように

努めなさい。体は一つ、霊は一つです。それは、あなたがたが、一つの希望にあずかるよ

うにと招かれているのと同じです。主は一人、信仰は一つ、洗礼は一つ、すべてのものの

父である神は唯一であって、すべてのものの上にあり、すべてのものを通して働き、すべ

てのものの内におられます。しかし、わたしたち一人一人に、キリストの賜物のはかりに

従って、恵みが与えられています。そこで、「高い所に昇るとき、捕らわれ人を連れて行き、

人々に賜物を分け与えられた」と言われています。「昇った」というのですから、低い所、

地上に降りておられたのではないでしょうか。この降りて来られた方が、すべてのものを

満たすために、もろもろの天よりも更に高く昇られたのです。そして、ある人を使徒、あ

る人を預言者、ある人を福音宣教者、ある人を牧者、教師とされたのです。こうして、聖

なる者たちは奉仕の業に適した者とされ、キリストの体を造り上げてゆき、ついには、わ

たしたちは皆、神の子に対する信仰と知識において一つのものとなり、成熟した人間にな

り、キリストの満ちあふれる豊かさになるまで成長するのです。こうして、わたしたちは、

もはや未熟な者ではなくなり、人々を誤りに導こうとする悪賢い人間の、風のように変わ

りやすい教えに、もてあそばれたり、引き回されたりすることなく、むしろ、愛に根ざし

て真理を語り、あらゆる面で、頭であるキリストに向かって成長していきます。キリスト

により、体全体は、あらゆる節々が補い合うことによってしっかり組み合わされ、結び合

わされて、おのおのの部分は分に応じて働いて体を成長させ、自ら愛によって造り上げら

れてゆくのです。 
 

マルコによる福音書 6章 45－52節 

それからすぐ、イエスは弟子たちを強いて舟に乗せ、向こう岸のベトサイダへ先に行かせ、

その間に御自分は群衆を解散させられた。群衆と別れてから、祈るために山へ行かれた。

夕方になると、舟は湖の真ん中に出ていたが、イエスだけは陸地におられた。ところが、

逆風のために弟子たちが漕ぎ悩んでいるのを見て、夜が明けるころ、湖の上を歩いて弟子

たちのところに行き、そばを通り過ぎようとされた。弟子たちは、イエスが湖上を歩いて

おられるのを見て、幽霊だと思い、大声で叫んだ。皆はイエスを見ておびえたのである。

しかし、イエスはすぐ彼らと話し始めて、「安心しなさい。わたしだ。恐れることはない」

と言われた。イエスが舟に乗り込まれると、風は静まり、弟子たちは心の中で非常に驚い

た。パンの出来事を理解せず、心が鈍くなっていたからである。 
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説 教 

 

『嵐の中を来られる主』 
 

大人の男だけで五千人を上回るおびた

だしい群集に食事を与え、飢えて求めてい

る者といつまでもともにいる、絶対に見捨

てることはないと堅く約束してくださる

しるしを見せてくださったイエスさまは、

弟子たちを先に船に乗せました。湖の向こ

う側のベトサイダへ行かせるためです。湖

の向こう側のベトサイダは、ペトロやアン

デレ、フィリポの出身地です。ある意味、

大きな出来事をともに担って奉仕してく

れた弟子たちを里帰りさせ、少しでも休み

を取るように、というイエスさまの配慮だ

ったのかもしれません。 

 

ところが、弟子たちが乗っている船が

湖の真ん中に来た頃、逆風に遭い、歯向か

ってくる嵐に悩まされる羽目になりまし

た。ペトロもアンデレも、ヨハネもヤコブ

も、みなプロの漁師であったけれども、船

をうまく漕ぎ出すことができません。彼ら

はただただこの逆風のゆえに悩むしかあ

りませんでした。今このときは夜が明けよ

うとする朝方です。もう少しで夜の闇が去

り、明るい新しい一日が始まろうとすると

きでした。夜が明けたら湖の向こう側の自

分たちのふるさとが見えるかもしれない、

ふるさとに着いたら家族と楽しいときを

過ごそうと、心は期待でいっぱいであった

このときでした。ところが、その手前で弟

子たちは逆風に遭遇してしまったのです。 

 

マルコ 4 章にも似てるような記事が記

されています。イエスさまと一緒に船に乗

った弟子たちは、海の向こう側へ渡ろうと

言われるイエスさまの勧めに従って船を漕

ぎ出しますが、途中で荒波にあって船が水

の中に沈みそうになりました。弟子たちは

激しい風や波に脅かされましたが、しかし、

このときはイエスさまが船の中に一緒にい

ました。ですから、弟子たちはイエスさま

に状況を訴えることができましたし、イエ

スさまに荒波や風を鎮めていただきました。

しかし、今日はイエスさまが一緒ではあり

ません。イエスさまは陸地におられるので

す。山の方へ行かれ祈っておられるのです。 

 

弟子たちの心は不安でどうしようもあ

りませんでした。何と言うことだ！イエス

さまもいない！弟子たちは襲ってくる不安

を抑えることができません。どうしよう、

船がこのまま沈んでしまうかもしれない！

漁をするときは上手にできたことも、なぜ

か今日は慣れた湖での慣れた船の漕ぎ出し

もできないのです。途方にくれて我を失い

つつある彼らには、湖の上を歩いてこられ

るイエスさまと幽霊とを区別する力さえ失
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ってしまいました。イエスさまの白い衣の

姿は弟子たちにとって恐怖を抱かせるし

かない、亡霊のような存在でしかないと思

われたのです。もうだめだと、彼らはそこ

で挫折を味わおうとしているのです。 

 

今弟子たちがいる湖はいつ逆風が吹い

てきてもおかしくない、地理的に逆風が多

いところだと言われます。そんなところへ

イエスさまは弟子たちを遣わせたのでし

た。というか、そこを通らなければ向こう

側のベトサイダへ渡ることはできないの

です。弟子たちは通るべき道へと行かされ

たのです。通るべき道を避けることはでき

ません。そこがどれほど苦しみの多い道で

あっても、通るべき道であるなら通らなけ

ればならない。 

 

ともするとわたしたちは、イエスさま

がわたしたちに示してくださる道は平坦

な道で、問題も、悩みも、病気も争いもな

い道であると、どこかでそう思うかもしれ

ません。なのに、どうしてこんなにわたし

には波風が絶えないのだろう、身体は病弱

で、精一杯がんばっているのにいつも貧乏

で、不器用で、どうしてこんなにでこぼこ

の道ばかり歩かなければならないのだろ

うと、自分の人生を悔いてばかりいたりは

しないでしょうか。 

特に、イエスさまに出会ってからは、

洗礼を受けてからはもっと滑らかな道が

与えられるだろうと思ったのに、前とそれ

ほど変わらない。むしろ以前よりなお激し

く、罪に対する刺激がわたしを苦しめて、

以前は気付かなかったことまで気付くよう

になって、それが自分を苦しめたりするの

はどうしてなのだろう。そう思ったりはし

ないでしょうか。 

 

今日、弟子たちが通っている逆風の多い

湖、通らなければならないこの湖は、これ

こそわたしたちが生きるこの世の人生の畑

だといえるところです。プロの出を出して

上手に船を漕ぎ出せばすぐに渡れるそんな

簡単な道ではありません。漁のプロである

ペトロさえ、ヨハネやヤコブやアンデレさ

え、船をコントロールすることができない

ように、進みたいのに逆へと戻されるので

す。行きたいところは湖の向こう側なのに、

出発したはじめの時点に後戻りされている

のです。まったく人生の歩みの成長がない

のです。明日からはもう少し成熟した歩み

をしようと思っても、いざとその日を迎え

たらまた昨日と同じ歩みをしている自分が

この湖の上にいるのです。 

 

成長のない人間の歩みはすぐ不安をも

たらします。どうしてわたしだけがこんな

に遅いんだろう…どうしてわたしの子だけ

がこんなに成長が遅いんだろう…こんなと

ころでこんなことしていたら追いつかない

のに…こんなことで悩みたくない、こんな

ことでつぶされたくない…このような思い

の中でわたしたちは、何とかその不安から

逃れるために一所懸命吹いてきた逆風に立

ち向かいますが、しかし、自分で何とかし

ようとすればするほど船は後戻りするばか

りです。悩みはいっそう増していくばかり
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です。もはや自分が自分でいられなくなっ

てしまう。船をコントロールするどころか、

自分自身をコントロールすることさえで

きなくなる。イエスさまの姿が幽霊と勘違

いされていくほど、わたしは自分がわから

なくなってしまうのです。心の中が不安で

満たされているから、物事を正しく判断す

ることができなくなるからです。 

 

そんな彼らに、嵐の中から聞こえた言

葉がありました。 

「安心しなさい。わたしだ。恐れるこ

とはない」。 

イエスが船に乗り込まれると、風は静

まり、弟子たちは心の中で非常に驚いた、

と福音書は記しています。 

 

「安心しなさい。わたしだ。恐れるこ

とはない」。嵐の中から聞こえたこの一言。

幽霊だと思っていた白い衣の姿の人は、実

は幽霊ではなくイエスさまであった。自分

たちを遣わせた方、主ご自身であったので

す。この方が船に乗り込まれると、嵐が静

まったのです。嵐が消えたのです。不思議

なことが起こりました。到底人間の知識か

らは理解できないことがまた起きたので

した。 

 

まるで成長が止まってしまったかの

ように見えたわたしの人生の歩みが、もう

少しでゴールなのに！こんなところまで

来たのに！ここで座り込んじゃうの？と、

状況を受け止めることができなくて途方

にくれて自分を失っていたのに、そんなわ

たしの状況に乗り込んできてくださった方

がおられる。この方が乗り込まれると嵐は

静かになり、わたしはわたしとして、今ま

で通りに希望の向こう側へ向かって船を漕

ぎ出して進むことができるのです。 

 

ともすると、わたしたちは、「わたしが
、、、、

信じるから
、、、、、

神さまはわたしの神さまです」

と考えてしまいがちですが、しかし、本当

はそうではありません。わたしの信じられ

ない頑なな心を神さまが信じてくださって

おられるから、わたしは神さまと結ばれて

いるのです。あらゆる状況の変化によって

変わりやすいわたしなのに、自分にとって

利益になることを中心にして回りを動かし

て、神さまさえ自分のために動かしていこ

うとするわたしであるのにも関わらず、神

さまは信じてくださるのです、このわたし

を。何度裏切られても、そんなわたしを神

さまが信じてくださるから、わたしは神さ

まから離れずに、歩むことができるのです。

わたしが信じているからではないのです。 

 

ですから、わたしが、わたしの人生が

荒波に出会わされて、わたしが私としてい

られないそんな日、ゴールの手前で挫折を

強いられる絶望の日に、不安でいっぱい心

を満たし悩みこんでいるわたしの姿を見て

おられる方がいる。そんなわたしを助けに

来られる方がいる。わたしが自分を失って

途方にくれているときに、「わたしだ、安心

しなさい。もう恐れることはない」と、わ

たしに声をかけ、わたしを脅かす嵐を沈ま

せ、最後まで目標へ向かわせてくださる方
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がいる。この方が、今日もわたしと出会っ

ておられ、わたしを遣わそうとしておられ

るのです。荒波の絶えないこの世へ、わた

しの人生そのままをあげて遣わそうとし

ているのです。恐れを主にゆだねて大胆に

船を漕ぎ出そうではありませんか。 

 

大人の男性だけで五千人を食べさせ

るような奇跡を通して、神さまの大いなる

力を見せてくださった方が、今度はその続

きで、湖の上を歩いて逆風を鎮められるこ

とを通して、偉大なる神さまの力を発揮し

てくださいました。このように、まことの

人間でありながらまことの神であられる

方が何より大切にしてくださっているの

は、この「わたし」という一人を見ておら

れると言うことです。わたしの飢えている

姿、悩んでいる姿、不安でどうしようもな

い姿、主を主として見上げることもできな

いほど自分を失っている姿、状況が怖くて

祈ることもできず、叫び続けるしかない弱

い惨めな姿、そんなわたしを主は見ていて

くださっているのです。そんなわたしに主

は声をかけ「安心しなさい。わたしだ。も

う恐れることはない」と、わたしがわたし

としてちゃんと顔を上げて主を仰ぐこと

ができるようにして下さるのです。 

 

この方が、今すぐわたしの目には見え

ないけれど、手を伸ばしても触れることも

できないけれど、わたしの崩れたどうしよ

うもない絶望に満ちた状況に乗り込んで

くださる方がおられることを、忘れないよ

うにしたいのです。わたしがこの世で生き

続ける限り、ずっとわたしとともに歩んで

おられるということを、忘れないようにし

たいのです。わたしたちの信仰はからし種

ほどもないけれども、しかし、この方がわ

たしを絶対に一人ぼっちにしておかないと、

わたしたちの傍らに立ち続けてくださる限

り、わたしは信じられた者として大胆にわ

たしの船を湖の向こう側へ漕ぎ出せること

を心に刻んで、今日もここから遣わされて

行きましょう。 

 

祈ります。 

荒波多い歩みの中で途方にくれてどう

しようもないときに、ただただ叫んでいる

わたしに近づき、「安心しなさい。わたしだ。

恐れることはない」と声をかけてくださる

神さま、ありがとうございます。信じてい

ると告白しながらも、いざとなったときに

は何とか自分の力でやってみようと、何と

か自分が持っている知識や知恵を使って荒

波を乗り越えようと意地を張ってがんばっ

てしまうわたしたちですが、そんなわたし

をもあなたは憐れんでくださっています。

神さまの計り知れない愛に感謝します。ど

うか、これからのわたしたちの歩みが、イ

エスさまと一緒に歩む歩みであることを忘

れずに、み手に委ねた歩みでありますよう

に、導いてください。神さまにわたしをお

任せすることのできる歩みでありますよう

に。この祈りをわたしたちの救い主、イエ

ス･キリストのみ名を通してお願いいたし

ます。アーメン。 
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【礼拝予定】 

 

【主日礼拝】毎週日曜日 朝 10 時 30 分～ 
 

９月３日(日) 聖霊降臨後第 13 主日 

聖 書：申命記４:１－８・エフェソ６:10-20・マルコ７:１-15 

主 題：願える場を確かめて身を置く 讃美歌 203(教会)/339(教団)/396(教会) 

９月 10 日(日) 聖霊降臨後第 14 主日(関東地区交換説教日、鈴木浩先生) 

聖 書：イザヤ 35:1－3・ヤコブ 1:2－18・マルコ 7:24-30 

主 題：謙虚な信仰    讃美歌 150(教会)/238(教会)/374(教会) 

９月 17 日(日) 聖霊降臨後第 15 主日 

聖書：イザヤ 35:４－10・ヤコブ１:19-27・マルコ７:31-41 

主題：エッファタ（開け）      讃美歌 170(教会)/339(教団)/388(教会) 

9 月 24 日(日) 聖霊降臨後第 16 主日 

聖書：イザヤ 50:4-11・ヤコブ 2:1-18・マルコ 8:27-38 

主題：あなたはわたしを何者と言うのか  讃美歌 178(教会)/262(教団)/395(教会) 

 

 

【水曜礼拝】毎週水曜日 午後７時～ 
 
９月６日 第一水曜日 

聖 書：詩篇１編   主 題：幸いな人  

 
9 月１３日(水) 第二水曜日 

聖 書：詩編 2 編   主 題：主を避けところとする人は幸い 

 
9 月２０日(水) 第三水曜日 

聖 書：詩篇 3 編       主 題：救いは主のもの  
 
９月２７日(水) 第四水曜日 

聖 書：詩篇４編        主 題：主の豊かさの中に生きる者   

 

（説教主題は今のところの予定です。変更になる場合もあります。） 

 

【その他の集会】第三日曜日１２時３０分～ 聖書をやさしく学ぶ会 

        随時(希望にあわせて)キリスト教入門講座・面談など 

 

どの集会もどなたでもご参加いただけます。お待ちしております。 

面談や訪問･お祈りを希望される方も遠慮なくご連絡くださいね。 
℡ 048-663-0215／090-6872-6704  Ｅメール：himei-y@oregano.ocn.ne.jp 


